
Maquet SFC および IPC パッド
患者の快適性を高め合併症を低減

Maquet 手術台シリーズ *には、手術中の患者の快適性を保ち、
術後の回復をサポートすることを目的とした特殊なパッドが装備されています。

適切な手術台パッドを
適切な手術台パッドを選択することで、術後におきる褥瘡のリスク
を軽減できる可能性があります。手術中のポジショニングに起因
した褥瘡は、手術患者の入院期間を延長させる主な原因となって
います 3。褥瘡のコストは、患者一人当たり14,000ドルから
40,000ドルと推定されています 1,2。

適切な手術台パッドを使用すれば、コストのかかる合併症のみ
ならず、回復が遅れるリスクを軽減することができます。SFCパッド
とIPCパッドは、患者の体位を安定させ、体重を分散させるよう
設計されています。

衛生的なデザインで院内感染を軽減
院内感染を防ぐことは、患者の予後を改善するだけでなく、医療シス
テムへの負担を軽減することにもつながります。院内感染を最小限
に抑えるには、効率的かつ徹底的な洗浄が不可欠です。

Maquet Otesus 手術台 **は、面ファスナーなしの IPCパッドを
テーブルトップに採用、パッドとキャリアプレートをつなぐ部分は
スプレースキンカバー設計になっており、Getingeの9100Eカート
ウォッシャー・ディスインフェクター **、または同じクリーニングパラ
メーターを使用するウォッシャーディスインフェクターで機械洗浄する
ことができます。

SFC（Soft Foam Core）パッド IPC*（Integral Protective Comfortable）パッド：パッドとキャリアプレートを
一体化し、面ファスナーなしで固定

 * IPC パッドは1160 テーブルトップと同様に、専用のアクセサリーのみでも利用でき
ます

 ** 1160.10/30 DC テーブルトップのみ有効
*** 取扱説明書をご参照ください

SFC および IPC パッドの特長：

• 優れた体圧分散性
• 安定した患者ポジショニング
• 金属面との接触に対する保護
• せん断力の低減
• 洗浄が容易：

- SFC：用手洗浄
- IPC：用手洗浄および機械洗浄 ***

• 国際的な導電性規格 IEC 60601-1に準拠
• ラテックスフリー
• X線対応
• 2017/745 EUのCE適合
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Getingeは、すべての人と地域社会が最善のケアを受け
得ることを願い、病院やライフサイエンス関連施設に、
臨床結果の向上と最適なワークフローの実現を適える
製品・ソリューションを提供しています。その領域は、
集中治療、心臓血管手術、手術室、滅菌再生処理、
ライフサイエンスといった多様な領域にわたります。
Getingeは、世界で 10,000人以上の従業員を擁し、
製品・ソリューションは135か国以上の国で使用されて
います。
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IPC と SFC パッドの比較

平均圧力（仙骨）の平均値
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SFCパッドは、80mm厚の多層構造となっており、粘弾性
フォームが体重を可能な限り大きな面積に分散させます。
EPDM保護層は、サポートプレート上に横たわる患者を効果
的に保護します。荷重変化時には、パッド下面の特殊な膜を
経由して、空気が妨げられることなく循環します。この半透膜
は同時に湿気の侵入を防ぎます。また、カバー生地には伸縮
性があり、シワやせん断力を軽減します。

IPCパッドは、ユニークで革新的なパッドです。優れた圧力
分散性能を発揮します。内側はコアサンドイッチ設計で、20 mm
の摩耗保護材と60 mmのモールドフォームをキャリアプレート
に貼り付け、それをスプレースキンで覆っています。面ファ
スナーがなく衛生的なパッドは防水仕様で、テーブルトップや
アクセサリーによっては、洗浄器でクリーニングと消毒が可能
です。


